
の調査
近世の白石は伊達家重臣片倉小十邸の城下町とし

て発展し、その城下には武家だけでなく、商家として

生計を立てた人々がおり、中には片倉家の御用商人と

なり、名字帯刀を許された商人も存在しました。

今回のテーマである渡辺家も名字帯刀を許された商

家の一つであり、その屋敷は「薫丸屋敷」として現

在も活用され、まぢのシンボルとなっています。

古文書の調査研究を地元と共同で進める酎塚が、

近世白石商人の歴史を辿ります。

〈会場へのアクセス〉

※新型コロナウイルス感染症対策として、マスク着用、大声での会話の自粛、手指消毒、混雑回避等にご協力をお願いします。

※37.与oC以上の発熱、咳、喉の痛みなど症状のある場合は参加をお断りします。


